地中海の博物館にある九谷焼 by 佐々木 達夫 & 佐々木 花江
− 19−




































































金大考古 50, August 2005, 19-22.　地中海の博物館にある九谷焼：佐々木達夫・佐々木花江
年 (1876) フィラデルフィア、明治 11 年 (1878) パリ、



























































































































1650 年で、その時の買い入れ量は磁器 145 個である。































































































佐賀県は 38 万 905 円、岐阜県は 31 万 7529 円、愛
知県は 30 万 3073 円、石川県は 18 万 8196 円、京都
府は 18 万 209 円、長崎県は 7922 円であり、全国で
188 万 4612 円である。佐賀県が全体の 20.2％で最大
の生産地であるが、岐阜県と愛知県を合わせると、そ












2352 円、岐阜県は 204 万 2439 円、京都府は 131 万
8184 円、佐賀県は 129 万 1021 円、石川県は 62 万
7465 円、長崎県は 27 万 4053 円であり、全国では
1565 万 6856 円である。
　明治 20 年に比べると、愛知県の生産量が 16％から
42.4％へと増加する。岐阜県は 16.8％から 13％、次
の京都府は 9.6 ％から 8.4 ％となり、佐賀県は 20.2％
から 8.2 ％と減少する。石川県も 10％から 4 ％に減
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